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１． 高知県北川村の立地概要

〇北川村は高知県の東部に位置し、県都高知市中心部から車で時間距離約90分の位置。
〇人口1,146人、総面積196.73㎢で、その約95％が山林の典型的な山間地の小さな村。
〇急峻で狭小な農地が点在しているものの、気象条件がゆずの栽培に適しており、村民の生業となっている。
〇平成21年に総務省の地域情報通信基盤整備推進交付金を活用し、村内全域に光ファイバ網を整備。

≪ゆずの栽培状況の推移≫

○基幹品目の「ゆず」は、全国一の生産量を誇る高知県の
中でも有数の産地
・栽培面積 135ｈａ (県内シェア15％、県内２位)
・生 産 量 1,728ｔ (県内シェア13％ 県内２位)
・JA出荷量 1,539t

※数値はすべてR2年現在
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２． 北川村の人口推移

◎急激な人口減少

・2020年の国勢調査速報値の村の人口は1,146人

・国の推計によると、2030年に1,000人を割り、

2040年には、現在の約2/3となる791人まで減少

◎想定以上に進む少子化

・国の推計による2030年の北川村の0歳から14歳まで

の平均人数は6人

・出生数は想定以上に減少

（2017年6人、2018年3人、2019年6人の見込み）

・2020年の0歳から14歳までの人数は、国推測値に対

し、107人(1月末現在92.2％)

■想定と実態

何も手を打てなければ

北川村が消滅する！

【北川村の人口推移】

【国と北川村独自の人口推計の比較】

国推計 村推計 国推計 村推計 国推計 村推計 国推計 村推計 国推計 村推計

総数 1,294 1,165 1,211 1,052 1,066 957 936 872 826 791 732

0～14歳 140 116 93 95 63 88 52 81 53 73 50

15～64歳 604 544 597 493 560 436 513 404 476 372 434

65歳以上 550 505 521 464 443 433 371 387 297 346 248

(再掲)75歳以上 331 293 303 286 286 268 241 250 191 230 158

※「村推計」は、生存年齢100歳、社会増減無しと仮定して試算（自然増減のみ）

2015年
2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

２



北川村に住みたい、住み続けたいと思える生活環境を整備す
ること

(1)保小中一体化教育の推進(15年間で村の将来を担うことができる人材の育成)

・ICTを活かした教育活動や外国語教育等、０才から中学校卒業までの
15年間を見通した特色ある教育活動の充実を図る

・子育て・文教エリアとして魅力ある環境及び保小中の一体的な組織の
在り方についての検討、整備を図る
(2)北川学の充実(故郷への愛着と誇りが持てる教育カリキュラムの整備)

・地域学である北川学の充実を図り、故郷への愛着と誇りを持ち、村に
貢献できる子どもを育む
(3)地域ぐるみ教育の推進(地域住民との交流)

・住民参画の仕組みであるコミュニティ・スクール制度を活用して、地
域とともにある保育所・学校づくりを進める
(4)子育て支援の充実(新規就農しても子育てしやすい環境の整理)

・食育活動等を通じて子どもの自立や豊かな感性を育む取組の充実とと
もに、公認心理師による相談・指導等により子どもの個性・特性を発
揮できるようにする

北川村に住み、生きている限り、健やかで元気に暮らせる環境整備

【ゆず王国の復活を目指す】

北川村に住んで、働いて生活できる収入を得られる
産業を作ること

(1)生産性の高いゆず園の確保･拡大

・山間地で活用可能な圃場整備事業(北川モデル等)を推進し、

生産性の高いゆず園地の拡大を順次図っていく (R２年度

には 村内４地区、計5.4haの圃場が確保される)。

(2)担い手の確保･育成

・村内ゆず農家の規模拡大を図り起業家農業者に育成するた

め、整備されたゆず園を優先的に配布するとともに、関係

機関と連携した支援体制を確立する。

・サラリーマン農業者ではなく、経営感覚を持った起業家農

業者を育成するため、既存制度をはじめ必要な支援策の模

索、試行展開中。同時に、スムーズな就農を図るため農業

者を優先する農業者定住化住宅の確保を進める。

(3)農家所得の向上

・JA営農指導や県農業振興センター等の関係機関及び高知大

学との連携を強化し、栽培技術の向上と省力化・効率化を

推進し、青果出荷の拡大による農家所得の向上を図る。

・優良種苗を確保するとともに、JAや生産部会と連携して新

改植に対する支援を実施し、園地の若返りを進める。

３． 人口減少に対する対策 ～産業と教育の連携を中心に～

2060年に目指す北川村の姿 ： 千人の家族が子どもを育む ゆず王国北川村

基本政策１ 生活できる産業の構築 基本政策２ 子育て・教育ビジョンに基づいた子供たちの育成

基本政策３ 生活基盤の充実と有効活用

基本政策４ 村民の安全・安心の確保

基本政策５ 日本一元気な長寿村づくり

対策１ 対策２
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スマート農業技術の開発・実証プロジェクト

〇効率の良い圃場で効率の良い栽培方法を確立し、農業所得の向上を図
るとともに、高齢化しているゆず農家から新規就農者に効率よく栽培技術を
伝える必要。

〇令和２年４月より農林水産省のスマート農業技術の開発・実証プロジェクト
の採択を受け、以下の９つの技術について実証をスタート。

〇実証地は株式会社土佐北川農園

〇今回は主な３つの取組について取組状況と今後の展望を御紹介
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①農薬散布の効率化
手作業中心のゆずの農薬散布をスマート農機
を活用して効率化
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実証を契機にスマート農機の普及が進行中
〇スマート農機の活用により労働時間の削減効果がみられたが、経営体とし
て考えた場合はスマート農機の減価償却コストを更に低減させる必要。
〇減価償却コストの低減及び村内でのスマート農機の普及を目指して、
ドローンのシェアリングを実施（村内４農家約2 ha）。

〇農業者からは、作業が楽になったと好評を得ていることから、来年度はさ
らにシェアリング面積を増やして減価償却コストの低減とスマート農機の普
及を目指す（ドローンのより効率的な利用方法の確立が必要）。

島地区２農家

柏木地区１農家

野友地区１農家
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７

機体にＳＩＭを搭載できれば中継局の設置が不要となり効率利用が可能



②農作業データ取得の効率化と農作業安全
（日鉄ソリューションズ様との連携）
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１０

通信環境が改善すれば圃場でも遠隔で作業支援が可能
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他分野への応用（ブリヂストン様との連携）
現場で課題となっているゆず園での軽トラのパンク検知や、

ゆず出荷時の路面の状況把握が容易にできる可能性
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5G

cloud

生育診断 収穫予測

カラー画像を用いたゆず果実検出 点群データを用いた葉数推定

これまでの成果：葉果比を指標とした1樹毎の栽培管理の実現（摘果の要否判定）

高速大容量ネットワークによる情報の集約

広大な園地の全樹体の生育診断
村全体の収穫量予測の実現へ

残された課題 リアルタイムにその場での摘果要否判定ができない

摘果指示

③生産と品質安定化のための葉果比測定と教育ツール
（高知工科大学様との連携）
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農業×教育について
これからの農業の魅力を子どもたちにも伝える
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１６

Founding Base様との連携により教育を充実



■北川村営塾エソラでの取り組み

フミダス！スタディー
・村営塾エソラに通塾する中学3年生が参加。
・全国6つの市町村にいる受験生がオンラインでつ
ながり、志望校合格を目指す。
・毎日の学習進捗共有と、2週間に1回のオンライ

ン自習会により、学習の習慣化と、学習法略のア
ップデートを試みる。

▼遠隔にいるメンターと話す様子 ▼フミダス！スタディキックオフの様子

▼オンラインの学習進捗の内容
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DMM英会話利用について
村の保育園、小学校、中学校にて

一体的な取り組みとしてオンライン英会話を導入しています。

■保育園 月1回、オンラインにてグループレッスン
外国人の講師と、毎月1回、歌ったり踊ったりしたりしながら、英語で楽し
くコミュニケーションを取っています。幼少期の英語教育は、英語を学ぶ
以上に価値観の形成にも大いに役立っています。

■小学校 月1回 ALTが不在のため授業にてグループレッスンの導入
村にALT不在により、外国人の方と触れ合うきっかけがなかったことを機
に授業内で外国人の講師によるグループでのオンラインレッスンを取り入
れました。国ごとの文化の違いを理解したり、違う国の人と話す経験を通
し、異文化に興味を持ったり、英語に対する抵抗を少なくし、中学校での
マンツーマンでの英会話レッスンの準備をします。

■中学校 週1回、実践的な英語学習をマンツーマンレッスンで
中学生は、授業中に端末を一人一つ利用して、マンツーマンレッスンでオ
ンライン英会話を受けています。発話量が増える1on1のレッスンで、
個々の進捗に合わせた英語学習を実施し、英語力の基礎をあげています。

■今後
5Gなどで通信速度がさらに安定してくると、グループレッスンで動画コン
テンツを活用したり、同じように英会話レッスンを受けている、国外の
DMM英会話ユーザーの学生と繋げて国際交流をするなども検討しています。
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北川村デジタルゆず園都市国家構想（案）

〇農業のデジタル化

・スマート農機の遠隔操作
・農作業安全の向上
・新規就農者向け教育ツール

↓

生計が立てられ、
子どもたちにとっても魅力的な
産業の構築

〇教育のデジタル化

・タブレット端末の更な
る利活用
・国内他地域とのデジタ
ル交流
・オンライン英会話
・ＡＩによる効率的学習

↓

中山間地でも大都市と格
差なく多様な体験ができ、
北川村で子育てしたいと
思える魅力的な教育環
境の構築

2060年においても、千人の家族が子どもを育む ゆず王国北川村の実現

村内全域の光ファイバ通信網、携帯通信網、５G環境をフル活用して

〇福祉のデジタル化

・村バスの自動運転
・無人コンビニ

↓

誰もが住みやすい村 １９


